
教育データの利活用に関する有識者会議（第２５回）

学校用教材の現状と教育データ利活用における課題について

２０２４年９月２０日（金）

一般社団法人日本図書教材協会 理事・事務局長

一般社団法人全国図書教材協議会 専務理事・事務局長

渡部竜士

資料2－2



学校用教材の概要
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教育データ利活用において学校用教材として大切なこと
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本日の発表内容
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私たちの取り扱う学校用教材は主にここにあたります！
テスト、ドリル、ワーク、プリント、資料集等 （紙の教材×デジタル教材）

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた教科書・教
材・ソフトウェアの在り方について～中間報告（論点整理）～より抜粋

学校用教材の概要
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～デジタル教材の展開～

教師用デジタル中心
教育データ利活用にも貢献

図書教材の効果的活用（先生の負担
軽減等）のため

教師用デジタル（成績処理システム、
デジタル素材、音声、動画ツール）を
中心に供給
⇒観点別評価ができる成績処理システ
ムを活用してデータ化し、評価に役立
ててきた

ＧＩＧＡ
以前

学習者用端末を活用した
デジタル教材多数開発
図書教材と組み合わせて提案

ＧＩＧＡ
以降

※図書教材の採用に合わせて活用できるものが中心。教科書準拠・学年別でカウントすると３～４倍以上の点数に。
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学校用教材の概要
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～デジタル教材の展開～

ほぼすべての図書教材にデジタル教材が付属（現在は無償で付属

しているものが多数）

図書教材から二次元コードを読み取って展開できるデジタル教材・

コンテンツが中心

⇒学校現場での導入・使用のしやすさを考慮（経済的にも）

⇒全国のほぼすべての小・中学校ですぐに使用できる環境に

⇒紙とデジタル双方の特長を活かした、基礎的・基本的な学力の定

着と、個別最適な学びや協働的な学びの実現

ＧＩＧＡ
以降

学校用教材の概要
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文溪堂 漢字ドリル
「漢字ＵＰ」より

学校用教材の活用事例 ～紙とデジタルを組み合わせた活用事例～
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夏休み教材の子どもたちの学習履歴がクラウドで管理されるので、先生が随時確認できる

教育同人社
「デジタル版チャレンジ漢字・計算」より

～教育データの活用事例①（小学校）～学校用教材の活用事例
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子どもたちの解答結果データが先生の管理画面で一覧化できるので、
子どもたちの個別フォローに生かせる

光文書院
デジタル形成プリント
「ＣＢＴタワー」より

学校用教材の活用事例 ～教育データの活用事例②（小学校）～
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デジタル上でかんたんに子どもたちの学力をチェックできる「デジタル学力テスト」
採点結果データを活用してフォロー問題や分析結果が提示される

新学社
単元別タブレットドリル（図書教材付録
デジタル教材）
「デジタマ」より

学校用教材の活用事例 ～教育データの活用事例③（小学校）～
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紙のワークと同じ単元の類題がフォーム形式で出題される
採点結果データは自動的に集計されて、先生は随時学習状況を確認することができる

正進社

ワーク等の図書教材に付属する小テスト（デジタル教材）
「１０分単元フォーム」より

学校用教材の活用事例 ～教育データの活用事例④（中学校）～



日図協・全図協 11

評価教材（図書教材）を子どもたちがＷＥＢ上で自己採点し、
採点結果データを先生が評価と指導に生かす

浜島書店
評価教材採点結果集計システム（図書教材付録デジタルツール）
観点別おまかせ集計表「デジマル集計」より

学校用教材の活用事例 ～教育データの活用事例⑤（中学校）～
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評価教材（図書教材）を採点後にデジタル化し、採点結果データを自動で
観点別集計表や個人成績表などに反映させて、指導や学習の確認に生かす

新学社
評価教材「Wプリント」採点結果集計システムより

学校用教材の活用事例 ～教育データの活用事例⑥（中学校）～



➀
学校（補助）
教材見本の
収集

➁
学校（補助）
教材の選択

③
学校（補助）
教材の決定

④
市区町村教
育委員会へ
の届出

複数の教材販売
店の現物見本を収
集し、比較・検討を
行う。

選択は、選択基準を
作り、複数の教職員
で組織的に行う。そ
の際、前年度補助
教材に対する評価
を参考に行う。

決定に当たって校
長は、教材の内容
だけでなく、保護者
の経済的負担など
より客観的な視点を
もつ。

教育委員会から指
定された様式に従
い、正確・丁寧に記
入し、定められた期
日までに提出する。

学校用教材の選択、供給、販売
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～学校用（補助）教材に関する事務手続き 教材の選択から決定まで～



(一社)全国図書教材協議会

全国都道府県別
図書教材協会（50協会）

教材販売店総数
約1200社

(一社)日本図書教材協会

学校教材出版社
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学校用教材の選択、供給、販売
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良質で多様な教材等が疎結合な状態で利用・供給できる環境づくりが重要です。

そのためにも、インフラとも言えるデジタル学習基盤（学習ｅポータル等）は公共性を
担保することが重要で、その基盤の上で、教材会社は、より質の高い教材を開発・
供給するというところで競争していくことが望ましいと考えます。

１．デジタル学習環境における、良質で多様な教材が供給できる環境づくり

教育データ利活用において学校用教材として大切なこと
子どもたちの学びと先生の指導の環境充実のために

今後、教育データ利活用は、これからの学校教育において多大な恩恵と可能性をもた
らしてくれると考えられますが、その推進の過程において、先生の指導・子どもたちの
学習環境、学校用教材の開発・選択・供給に支障が出ないようにする必要があります。

そこで、「子どもたちの豊かな学びと先生の適切な指導のために」という本質的な観点
から、教材の立場として提案します。
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２．学校による主体的な教材選択

学校用教材は、子どもたちの豊かな学びや先生の適切な指導のためにも、また法
令に照らしても、紙、デジタル問わず、学校が主体的に判断して選択することが重
要です。このことは、良質で多様な教材の選択・供給にもつながります。

教育データ利活用において学校用教材として大切なこと
子どもたちの学びと先生の指導の環境充実のために

３．デジタル学習環境におけるアナログの位置づけと、アナログデータを活用した
教育データ利活用

先生による指導、子どもたちの学習にとって、発達段階や個別最適な学びの視点か
らも、紙の教材や、教具等を活用することはとても重要であり、デジタルとともにこれ
からも必要な教材として活用されると考えられます。

これからのデジタル学習基盤の姿を示していく中に、デジタルだけでなくアナログ教
材も位置づけることが、学校の実態に則したものとなると考えます。

また、アナログ教材から派生したデータを活用することも教育データ利活用にとって
必要だと考えます。



参考資料
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教材とは、授業を中心とした教育活動を展開するときに、一定の目的や目標を達成する
ために提示・活用する素材のこと。

・教科書（教科用図書、主たる教材）

・教科書以外の図書その他の教材（補助教材…図書教材、デジタル教材）

・教材教具（児童生徒用のもの…習字セット、裁縫セット、算数セットなど）

・学校で整備する教材（理科の実験道具、跳び箱）、教材整備計画のもとに整備される
教材

・その他（教師が選択・編集して提示・活用するもの等）

日図協・全図協 18

【参考】学校用教材の概要

私たち（日図協・全図協）の
取り扱う学校用教材は、主
にここにあたります！

～教材とは～
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【修得教材】
•学習の導入や学習の過程で、子どもに興味・関心を起こさせたり、学習内容をより深化させるための教材。例えば、身近
な話題や自分で考えるヒントを配し、学習内容が自分にとって意味あるものだと感じられるようにしたり、自ら学ぶ姿勢を
培います。

•ワーク、作業帳、ノート、資料集など

【習熟教材】
•繰り返し学習したり、同内容・同レベルの問題を数多くこなすことで学習内容の定着を図る教材。確かな学力の定着には
欠かせません。

•漢字・計算ドリル、ペンマンシップ、おけいこ帳、書き方、学習帳、プリント、スキルブックなど

【評価教材】
•学習内容の定着状況を確認し、学習のつまずきを発見して診断する教材。観点別や領域別に評価することで問題の解決
を適切に行うことができ、先生の指導法の研究にも役立ちます。

•テスト、形成プリント、標準化された学力検査や知能検査、性格検査 など

日図協・全図協

～主な種類と役割～【参考】学校用教材の概要
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学習指導要領 教科書
【習熟】

ドリル

【評価】

テスト

⚫ 教科書とは別に指導できる
⚫ 教科書の内容をさらに深める
⚫ 教科書にはない機能を補う

１．教科書とつながっていること

３．学校主体の指導法や
評価法が実現できること

⚫ 学習指導要領とのつながり
⚫ 素材・新出順にまでこだわった
児童生徒目線・先生目線の編集

→教えやすい、学びやすい
⚫ 教科によって異なる教科書でも、

指導法や評価法を統一できる
⚫ 若い先生でもすぐに使えるなど

指導の質を担保できる

２．教科書を補完すること

【分析】

【修得】

ノート・資料集

第５回デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議、森達也委員発表資料より

～教科書と関わる学校用教材の主な役割～【参考】学校用教材の概要



教科書以外の教材については、学校教育法第３４条第４項で「有益適
切なものは、これを使用することができる。」としています。教科書以外
の教材の取り扱いについては、「地方教育行政の組織及び運営に関
する法律」第３３条で、各教育委員会の規則で具体的に定めるよう求
めています。この法律を根拠として、各教育委員会では各種規則を定
めたり、通知、通達を出したりしています。

教科書は、法律上「児童又は生徒用図書」ですが、教える側＝教員が
授業などで提示・活用する学校教材も重要な補助教材です。補助教材
も教育の目的・目標、学習指導要領に照らして作成、活用しなければ
ならないということになります。

日図協・全図協 21

引用：「授業と教材 教材の正しい理解と活用のために」日図協

～学校用教材の法的な位置づけ～【参考】学校用教材の概要
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主要な学校用教材一覧（小学校） 主要な学校用教材一覧（中学校）
教 科 等 低学年 中学年 高学年 教 科 等 教材種別

国 語

単元テスト 漢字の学習 単元テスト 漢字の学習 単元テスト 国語ワーク

国 語

ワークブック 単元プリント 資料集（便覧） 漢字字典
くりかえし漢字ド
リル

音読教材
くりかえし
漢字ドリル

音読教材
くりかえし
漢字ドリル

漢字の学習 国語の文法 聞き取りテスト 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル

書き込み式漢字ド
リル

新１年生用教材
（ひらがな、カタカナ）

書き込み式
漢字ドリル

ローマ字の練習
書き込み式
漢字ドリル

音読教材
問題集 漢字練習帳 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別）
総まとめ教材 高校入試問題集

形成プリント 国語辞典 形成プリント 国語辞典 形成プリント 国語辞典

社 会

ワークブック
（地理、歴史、公民）

単元プリント
（地理、歴史、公民）

資料集
（地理、歴史、公民）

白地図
月刊プリント 漢字字典 月刊プリント 漢字字典 月刊プリント 漢字字典
国語ドリル 活用型教材 国語ドリル 活用型教材 国語ドリル 活用型教材 単元・領域別ドリル

（地理、歴史、公民）
朝学習用ドリル
（地理、歴史、公民）

問題集
休み教材（夏・冬）
（地理、歴史、公民）国語ワーク 国語ワーク

社 会
単元テスト 白地図 単元テスト 社会科資料集

総まとめ教材 高校入試問題集
用語辞典
（地理、歴史、公民）

しあげ教材（学年別）
（地理、歴史、公民）プリント 社会科作業帳 プリント 社会科作業帳

社会科副読本 地図学習 社会科副読本

数 学

ワークブック 単元プリント 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル

算 数

単元テスト 算数ドリル 単元テスト 月刊プリント 単元テスト 月刊プリント 問題集 計算練習帳 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別）
くりかえし
計算ドリル

算数ワーク
くりかえし
計算ドリル

算数ドリル
くりかえし
計算ドリル

算数ドリル 総まとめ教材 高校入試問題集

書き込み式
計算ドリル

新１年生用教材
（すうじ）

書き込み式
計算ドリル

算数ワーク
書き込み式
計算ドリル

算数ワーク
理 科

ワークブック 単元プリント 資料集 ノート

形成プリント 活用型教材 形成プリント 活用型教材 形成プリント 活用型教材 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル 問題集 休み教材（夏・冬）
月刊プリント しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

理 科 単元テスト 理科ノート 単元テスト 理科ノート

英 語

ワークブック 単元プリント 資料集 ノート

生 活
生活科ワーク 生活科シート 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル 問題集 ペンマンシップ
生活科図鑑 ライティング フォニックス リスニング リスニングテスト

英 語
ペンマンシップ 英語ノート 単元テスト 英語ノート 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

ペンマンシップ 英語プリント
音 楽

ワークブック 単元プリント 資料集 ノート

音 楽
音楽ワーク 歌集 音楽ワーク 歌集 音楽ワーク 歌集 歌集
けんばん
ハーモニカ教材

ハーモニカ教材 リコーダー教材 美 術資料集 単元プリント レタリング

図 画 工 作 技 術 ・ 家 庭ノート 単元プリント 資料集
家 庭 家庭科テスト 家庭科ノート 保 健 体 育ノート 単元プリント 副読本

体 育
体育副読本 体育副読本 保健テスト 体育副読本 保健テスト 書 写硬筆練習帳

保健ノート 保健ノート 道 徳ノート 副読本

書 写書写ノート 書写ノート 毛筆 書写ノート 毛筆 検 査 教 材標準化された学力検査や知能検査、性格検査 など
道 徳道徳ノート 道徳ノート 道徳ノート 合 本休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

検 査 教 材
標準化された学力検査や知能検査、性
格検査 など

標準化された学力検査や知能検査、
性格検査 など

標準化された学力検査や知能検査、
性格検査 など

そ の 他読書教材 総合学習用教材 キャリア教育用教材

季 刊 教 材
休み教材（夏・
冬）

しあげ教材
休み教材（夏・
冬）

しあげ教材
休み教材（夏・
冬）

しあげ教材

絵日記 絵日記 絵日記

そ の 他
総合学習用教材 文庫 総合学習用教材 文庫 総合学習用教材 文庫

安全副読本 特別活動用教材 安全副読本 特別活動用教材 安全副読本 特別活動用教材 引用：「授業と教材教材の正しい理解と活用のために」日図協

～主な種類と役割～【参考】学校用教材の概要



学校現場からのニーズや導入のしやすさ、そして紙とデジタルを効果的に組
み合わせた教材という観点から、各加盟出版社が開発を進めている図書教
材と連携したデジタル教材が浸透してきている。これらは、地に足の着いた
学校現場での教育のＩＣＴ化（経済面も含め）に寄与するものと思われる。

日図協・全図協 23

～私たちのデジタル教材の開発の観点～

日図協加盟出版社では、学習指導要領や教科書の研究にはじまり、学力・学習・
評価等さまざまな観点からの研究を重ねて、有益適切かつ良質な学校用教材を
開発・発行しています。また、日ごろから先生方の声を聞いて教材の改善に努め
ています。長年の実績とノウハウをもとにつくられる加盟出版社の豊富で良質な

コンテンツは、ＩＣＴ活用が進む学校現場においても学力保障の上で必要不可欠
なものです。今後も、紙とデジタル双方の特長を活かして、個別最適な学びや協
働的な学びなど、先生方の指導と子どもたちの学習に適した学校用デジタル教
材を開発していきます。 （日図協「ＩＣＴ活用に対応した学校用デジタル教材ビジョン」より）

【参考】学校用教材の概要



学校における補助教材の適正な取扱いについて

文部科学省初等中等教育局長通知文（平成２７年３月４日付）

1．補助教材の使用について
（1）（略）教科用図書以外の図書その他の教材（補助教材）で、有益適切な
ものは、これを使用することができること。
なお、補助教材には、一般に、市販、自作等を問わず、例えば、副読本、

解説書、資料集、学習帳、問題集等のほか、プリント類、視聴覚教材、掛図、
新聞等も含まれること。
（2）各学校においては、指導の効果を高めるため、地域や学校及び児童生
徒の実態等に応じ、校長の責任の下、教育的見地からみて有益適切な補
助教材を有効に活用することが重要であること。

日図協・全図協 24

【参考】 学校用教材の選択、供給、販売



デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議中間まとめ（令和３年３月）

デジタル教材等との連携の在り方

学習指導要領の内容で適切に構成されたデジタル教科書と、教科書の内
容をより深めたり広げたりするためのデジタル教材を連携させて活用する
ことは、児童生徒の学びの充実に資すると考えられる。なお、デジタル教材
は、学校教育法第34条第４項に規定する教材（補助教材）であるため、他
の補助教材と同様に、「学校における補助教材の適切な取扱いについて」
（略）も踏まえた適正な取扱いが求められ、多種多様な教材の中から各学
校において児童生徒の実態等に応じ使用することが適当である。

日図協・全図協 25

【参考】 学校用教材の選択、供給、販売



日図協・全図協 26

図書教材の質の向上を実現するため、昭和41年から「学校教材調
査会」を設置し、会員出版社の教材を客観的、多角的に調査し、
改善指導を行っています。また、平成元年には「日本教材学会」を
設立し、各種シンポジウム・研究会・研究発表大会の開催や機関
紙の発行を通して、教材の改善充実に努めています。

日常的に先生・学校とダイレクトに繋がっていることから、学校が
必要とする情報を適確に提供し、学校用教材の活用法や授業形
成に関する提案などを行っています。また、文科省土曜学習応援
団での活動やＰＴＡ団体（日本ＰＴＡ等）と連携して、子どもたちをサ
ポートする事業など校外活動も積極的に行っています。

校務多忙な先生方が、ご自身の指導
法や子どもに適した教材を選択し、ご
採用いただけるように検討用見本（実
物見本）をお届けし、その教材の内容
をよく吟味していただくことができるよ
うに環境を作っています。 教材採択後迅速かつ正確に、全国津々浦々の

小・中学校に、教材販売店を通じて、教科毎の教
科書の種類に合わせて、子どもや先生の人数、
授業形態などに応じて供給されています。

子どもによる紛失や破損、転入生対応
など、日々の大事な授業に支障が起き
ないように、こまめなアフターフォロー
が欠かせません。

また、大きな災害等で学校教材が滅失
した際には、業界をあげて支援させて
いただいています。

良質な教材づくり

公平採択の環境づくり

迅速・正確・適切な供給

現場のアフターフォロー

情報提供や教材活用のご提案

第５回デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議、森達也委員発表資料より

【参考】 学校用教材の選択、供給、販売 ～学校用教材業界（協会）の役割～


